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スローガン「チーム波佐見」～新たなる可能性との出会い～

波佐見町地域包括支援セン

ター、NPO法人オレンジの樹の

ご協力を得て、認知症サポー

ター養成講座を行いました。

恒例のロールプレイを行い、

認知症の方への声掛けのポイン

トや利用者に配付のQRコードを

読み取り、家族の方へ連絡する

方法を学びました。

陶芸教育は本校教育の柱。郷土愛と豊かな感性を育むために

実施しています。観光ガイドの方々の協力のもと、陶磁器鑑賞

や登り窯などを見学しました。地域の歴史を学ぶと共に、未来

を担う自分の存在にも目を向けてほしいと思います。

家庭部は、波佐見町の郷土料理である「煮ごみ」を

具にした「煮ごみまんじゅう」の研究に取り組んでい

ます。今回は、JAながさき県央青年部川棚・波佐見支

部の皆さまにご指導いただき、生徒が野菜づくりに取

り組むことになりました。

生徒たちは、7月16日、地域の方々と交流しながら、

大根や人参などの種を植え、栽培・調理の一貫した

「つくる喜び」を体験する第一歩を踏み出しました。

秋の農業祭りで製造販売できればと期待しています！

７月９日（金）、３年生の進路ガイ

ダンスを実施しました。進学・公務

員・就職等の進路希望に分かれて、試

験のポイント等を学びました。

公務員希望者は、波佐見高校出身の

現役警察官の方から直接、ガイダンス

を受けることができました。

進路実現のため、３年生全員、勝負

の夏を過ごします！

美工科３年８名が波佐見

中を訪問し、１年生を対象

に、マグカップの制作手順

を教えながら、一緒に作品

を制作しました。この作品

は国指定史跡「畑の原登り

窯」で１０月上旬に焼成し

ます！



【1回戦 対 長崎明誠（7－0 8回コールド）勝／2回戦対 鎮西学院（8－3）勝／3回戦対 長崎商業（1－2）惜敗】

選手たちは監督・仲間を信じ、これまで支えてくださった方々への感謝の気持ちを体現するようなプレーを見せてくれました。ま

た、鎮西戦ではコロナ・熱中症対策を万全にし、全校応援が実現しました。声だし禁止という制限がある中、メガホンや手作りのう

ちわで級友たちを応援する生徒の姿は感動的で、選手たちの大きな力になってくれました。

１、２年生は３回戦終了後、学校に戻り、すぐに練習。３年生の思いを受け継ぎ、次の夏までに「勝ちきるチーム」をつくると意

気込んでいます。応援よろしくお願いします。


